
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ コンサルティング・内部検査 

～ＩＣＴを活用した「安全なコメ生産」を目指して～ 

実習後にタブレットで MOG-GAPに入力 タブレットを使用した在庫管理 

令和２年のコンサルティングの様子         実習・農場環境確認 

必要なもの、不必要なものを選別し、不必要なものは、廃棄。そして、農具や物品の定位置・定数管理を徹底し、「誰でも、わかりやすく」。農薬などの廃液場所も増設。 

１ 農場の整理・整頓、環境への配慮 

 

【方法および経過】 

 

本校では、「安全な農産物の生産」を目標に、令和２年度より、「ＧＬＯＢＡＬＧ．Ａ．Ｐ．認証」の取得を目指しています。昨年度、ＳＧＳジャパ

ン（株）の審査により、認証取得しました。そして、今年度は、ＩＣＴ技術「MOG-GAP システム」を利用して、農場等でタブレット端末を活用し、

作業記録や肥料・農薬管理、内部検査を実施しました。そして、更新審査が９月 22 日に行われ、無事に認証され取得できました。 

GAP 普及推進機構／GLOBALG.A.P.協議会ホームページより 

G.A.P.（ギャップ） とは、GOOD（適正な）、AGRICULTURAL（農業の）、PRACTICES（実践）のことです。GLOBALG.A.P.（グローバルギ

ャップ）認証とは、それを証明する国際基準の仕組みをいいます。世界 120 か国以上に普及し、事実上の国際標準となっています。欧米の大手小売

をはじめ、最近では日本の小売でも GLOBAL G.A.P.などの国際認証を取得した生産者からの仕入れを優先しています。GLOBALG.A.P.認証は、食

品安全、労働環境、環境保全に配慮した「持続的な生産活動」を実践する優良企業に与えられる世界共通ブランド。取引先の信頼性向上、貴社の企業

価値向上に貢献します。 

 

 

【はじめに】 

 

ＧＬＯＢＡＬＧ．Ａ．Ｐ．認証取得への挑戦 

 

 

新潟県立高田農業高等学校 生物資源科農業生産コース作物専攻 

捨て場 

３ ＩＣＴ技術「MOG-GAP システム」の活用 

 

廃液捨て場 

（株）ミヤモトオレンジガーデンの HP より 

当社が開発した MOG-GAP システムは、当社がこれまで GAP に取り組んできた失敗や経験などのノウハウが全て含まれています。栽培の作業内容の記録、GAP 認証の取得に必要な書類などが

全て一元管理出来ることが特徴です。クラウドを活用しているため、スマホや PC によりペーパーレスを実現し、紙による膨大な書類管理が不要になりました。GAP 認証取得に関わる準備の時間

が激減して、日々の業務の中で自然に GAP に取り組んでいます。 

SGS ジャパン株式会社様より GLOBALG.A.P.公開審査会 

 

タブレットで審査員と質疑応答 

作業後に 

タブレットを

使用して 

入力した 

業務日報 

の一例 

内部検査項目（抜粋） 

・ 米の残留農薬試験結果  ・ 水道や電気の使用量の記録 

・ 肥料や農薬の散布記録  ・ 農場周辺の地図  など 

Major Must が ７９項目 

 Minor Must が１０４項目 合計183 項目を 

内部で検査して、事前に審査会社へ送付 

４ ＧＬＯＢＡＬＧ.Ａ.Ｐ.認証の取得（更新） 
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令和５年 11 月 27 日に到着した認証状 

令和５年産食味スコア 

（株）つくば分析センター調べ 

 


